
Challenge！ ～みんなの声～ （週末課題から） 

From: ximena valerdi  

Date: 2020 年 4 月 17 日(金) 

 

Thankfully, everyone I know is healthy. Here where I live in Scripps 

Ranch there is only 9 confirmed cases, but San Diego County is 

enforcing safety by implementing social distancing and a stay-at-home 

law. All schools have been cancelled in America and we are doing 

classes online. It’s a little chaotic but I’m enjoying my new free time at 

home. 

I’m very curious to know how Japan is handling the pandemic and 

if everyone is also in isolation. 

 

Thank you for your concern and I hope you are well, 

P.S. I miss my Asaka Kaisei teachers and friends everyday .💛 

 

ありがたいことに、私の知り合いはみんなが健康です。私が住んでいるスクリ

ップスランチでは、確認された感染者数は 9 件しかありませんが、サンディエゴ郡

はソーシャルディスタンスと外出禁止令を実施することにより安全策を強化して

います。アメリカではすべての学校が休校になり、オンラインで授業を行っていま

す。少し混乱していますが、家での新しい自由時間を楽しんでいます。 

日本ではパンデミックにどのように対処しているか、みんな自宅待機している

のかどうか知りたいです。 

 

ご心配いただきありがとうございます。みんなさんが元気だといいな。 

追伸 毎日、あさか開成の先生方や生徒のみなさんを懐かしく思っています。💛 

Challenge！ ～みんなの声～ （週末課題から） 

おととし、本校に半期留学をしていたヒメナ

さん（米・カリフォルニア州在住）より近況を

知らせるメールが届きました。元気に過ごして

いるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は、4 月からデンマークとグアテマラから 2 名の留学生を迎える予定で

したが、8 月以降に延期となりました。本人たちも日本に行くことを心待ちにして

います。また、これまで来校した他の留学生もコンタクトが取れましたら、現況を

お知らせしたいと思います。 

 

 

 

 

●今週のニュース（あかべこ）より  

  ・赤べこのような「魔除け」があると少しでも不安がなくなって良いと思う。コロナウイルス

はすぐに終息するものではないから、お互い助け合っていきたい。（1 年） 

・地元ならではの特産物を使って、少しで少しでも明るい話題につなげることはとても良い。

福島産の桃などを使って何か売ることができればよいと思う。（1 年） 

・自分たちはワクチンを作れないから、今私たちにできることは「予防すること」。（2 年） 

●アマビエチャレンジ 

  ・終息して欲しいという願いから、鉛筆（消費したらなくなる）にすればよい。

そうすればみんな勉強して成績も上がる。 

      (勉強するとウイルスがなくなるという文房具を売り出す。という意見もあり。) 

  ・ウイルスの拡大を防ぐため、外出自粛や手洗いを促すアマビエを描く。 

  ・挨拶するとき、アマビエの写真などを見せあい、みんなで終息を願う。 

  ・起き上がり小法師が四方八方に傾く様子が、何かをよけているかのように見

えるので、起き上がり小法師でウイルスを避ける。 

  ・応援メッセージが書かれた赤べこを売り、 

    医療機関へ寄付する。 

  ・アマビエ募金箱を設置し、医療機関へ寄付。 

  ・ウイルスは人々に恐怖や不安をもたらして 

    いるので、守ってくれるような暖かい色合 

いの「アマビエ」を作る。 

・小さい子用に塗り絵を作る。       

・アマビエマスクを作る。 など  

 

 

 

 私は一年から国際交流員として活動しており、今年で 3 年目になります。あさか開成での様々な活動

をとおして、今まで気にも留めていなかったことに気づかされたり、体験したりすることで、広い視野で

物事を見る力を身に付けることができました。その中でも特に、昨年参加した韓国研修と JICA 研修は、

これまで出会ったことがないような方々と知り合うことができ、会話をする中で多くの事を学ぶことが

できました。また、海外で英語や韓国語を実際に使ってコミュニケーションすることで、自分の語学力に

少し自信を持つことができ、外国語の勉強に対する意欲が以前よりも湧きました。 

 今年度は、今までの経験を活かしながら、委員長として頑張っていきたいと思います。また、国際交流

の橋渡しを少しでもできればと思います。 

✿ 国際交流委員長よりあいさつ ✿ 3 年 4 組 安齋朋夏 

 

国際部が選ぶ「ベスト・アマビエ」賞（2 年女子） 


